
計測機

経験熟練者の五感に依存していた
混練度を解析し数値化できる試験機

PCM粉体圧縮試験機  混練度解析装置

PCM-500-A
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GP：上杵圧力 50kgf/cm2

GH：サンプル高さ 23mm
GP：上杵圧力 50kgf/cm2

GH：サンプル高さ 23mm
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混練終点時間の推定

異なる装置間の混練度比較

摩損度と圧力伝達率の関係 比表面積と圧力伝達率の関係

上杵圧力と圧力伝達率の関係

混練時間とともに圧力伝達率が変化

押出し乾燥顆粒の摩損度および比表面積と圧力伝達率の相互関係を把握し、
混練中に乾燥顆粒の物性を予測

サンプル高さと圧力伝達率の関係

型式 最大加重
（kN）

加重精度
（%F.S.）

本体寸法
（W×D×H mm） 重量 操作盤 電源

PCM-200-A 2 ±0.3 338×357×642 約40 タッチパネル別置き型 AC100V 5A

PCM-500-A 5 ±0.3 527×460×1152 約90 タッチパネル別置き型 AC100V 7A

●●  湿潤状態の評価ができます。
●●  上杵から下杵へ伝わる圧力を測定し演算処理によ
り圧力伝達率を算出します。
●●  圧力伝達率により押出造粒特性を推定することが
できます。

特　長

●●  混練状態の管理：バッチ間、連続混練装置の時間
変化など
●●混練終点の推定
●●異なる装置間での混練特性の比較
●●顆粒物性（押出造粒顆粒の乾燥後の物性）の予測
●●乾燥粉体の圧縮特性の計測
●●スラリー物質の単孔押出時の圧力測定
●●顆粒等の硬度測定

用途例
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